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あなたの地域愛を消防団に

団
員
募
集
中

消
防
団
は
︑
３
６
５
日
24
時
間
い
ざ
と
な
っ
た

ら
火
災
や
災
害
現
場
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
る
頼
も

し
い
存
在
で
す
︒

今
回
は
︑
現
状
の
課
題
で
あ
る
団
員
確
保
に
つ
い

て
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
け
た
ら
と
の

思
い
で
特
集
を
組
み
ま
し
た
︒

本部 前本部長 佐熊 裕矢さん

基山町消防団は、消防車での水出

しや模擬火災訓練等の活動を行いな

がら、火事や災害に備えています。

大変なこともありますが、皆で協

力して楽しくやっています。

私たちと一緒に基山を守っていき

ませんか。

団員はかっこいい！

「頼りにしてます」消防訓練

第７部 団員 森 靖仁さん

消防団の活動は、自分の住んでいる

町を守る活動だと思っています。パト

ロールや訓練、火災が起きれば消火活

動とさまざまな活動があります。

この活動は町のため、住む人たちの

ためになる素晴らしい活動だと思っています。入団で

きる方は、一緒に町を守りましょう！

第４部の皆さん

消防団は、大変なこともあ

りますが、やりがいもありま

す！様々な職業の人もいるの

で色々な知識を深める事がで

きる情報交換の場にもなります。地域の方々との顔見

知りや仲間が増えて暮らしやすくなるのも魅力です。

消防団とは

消防団は非常備の消防機関で

す。消防団員は他の本業を持ち

ながら町から託された権限と責

任を有する非常勤特別職の地方

公務員です。

入団は義務ではありませんが

「自らの町は自ら守る」という精

神に基づいています。
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地域の安心安全を守る特
集

基山町消防団には本部の他に９つ

の部で構成されています。あなたの

お住まいの地域はどこかの部に属し

ていますので、最寄りの部に入団する

ことになります。

皆さんの周辺で関心のある人がい

らっしゃれば、お知らせください。

基山町消防団 女性部長

中村 貴子さん

女性部は、火災予防広報と消

火器の使い方、AEDと胸骨圧迫

の普及活動が主です。災害時の

避難所運営についても取り組む予定です。

一緒に学んで家族と基山を守りましょう。
出初式の五色放水

基山町消防団 団長

内山 哲夫さん

町民の安心、安

全を守るために

春、夏、秋の訓練、

毎月２回（夜間）消防車の点検、

放水、火の用心の啓発などに頑

張っています。消防団員の年齢

層は幅広く18歳以上の方であれ

ば入団可能です。

消防団活動を通じた絆は大変

強いものがあります。

充実した生活を送りたい方、

地域に貢献したい方お待ちして

います。

消防団各部団員数 担 当 地 域

本団 ３ 団長・副団長２名

本部 10 基山町全域

１部 21 ３・８・９・12区

２部 16 １・11区

３部 21 ２区

４部 15 ４区

５部 17 ６区（９部担当区域外）

７部 19 ７区

８部 24 ５・10・13区

９部 19 ６区(白坂)・けやき台

女性部 17 基山町全域

計 182

消防委員会 委員長 大石 実さん

若者の皆さん、消防団に入ろ

うよ！

消防団は地域住民の生命・身

体・財産を守るため活動してい

る地域の勇者です。

地域の安心、安全のために消防団に入ってく

ださい。
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予算特別委員会 審査報告

施
政
運
営
方
針
の
３
つ

の
柱
は
﹁
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
﹂
︑﹁
子
育
て
支
援
﹂
︑﹁
脱

炭
素
化
社
会
﹂
で
あ
る
︒

事
業
の
目
玉
は
﹁
18
歳
ま

で
の
医
療
費
完
全
無
償

化
﹂
で

あ

る
︒
そ

の

他
︑

高
齢
者
対
策
︑
防
犯
・
防

災
・
交
通
安
全
︑
健
康
増

進
等
に
も
取
り
組
む
︒

教
育
方
針
は
︑
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
や
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
等
︑
学
習
環
境

の
充
実
︑
学
校
規
模
の
適

正
化
︑
就
学
支
援
︑
学
力

向
上
の
充
実
を
あ
げ
て
い

る
︒

再生可能エネルギー導入検討事業 1000万円

■事業の内容

町が導入可能な再生可能エネルギーの可能性を

探るため、企画提案型方式で業者を選定、調査を

委託する。

■期待される効果

基山町に最も適した再生可能エネルギーを検討

すれば、何を導入するのが適切なのかが明確にな

る。

■予算特別委員会からの提案

町民の意識改革を図りながら、基山町が目標と

した10年後の二酸化炭素排出量46パーセント削減

が達成できるよう提案した。

太陽光発電を備えた町立図書館

観光 サイクリングイベント事業 300万円

■事業の内容

町内の坂道を利用して山登りコースを設定し、自転車のタイムレースイベントの企画、大会運

営業務を委託する。

■期待される効果

基山町の認知度アップとともに訪問者の増加、

地元産品等の消費拡大等の経済効果につながる。

■予算特別委員会からの提案

費用に見合う効果を十分精査し、この事業に参

加料を負担してでも参加したくなるような魅力あ

る事業に育てるよう提案した。

環境
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令和４年度 当初予算77億6949万円

防災 消防施設整備補助金 600万円
全額
予備費へ

■事業の内容

消防格納庫整備の補助金を限度額600万円に増額す

る。

■賛成意見

増額には補助金要綱の変更が必要となる。そのた

めには予算的裏付けが必要。計上に問題はない。

■反対意見

使う目的が明確なら予算は計上できるが、不明確

な予算計上は不要。今後の基山町消防施設管理のあ

り方も含めて丁寧に議論すべき。 消防施設の格納庫

安心 けやき台駅管理事業 130万円

■事業の内容

駅の無人化にともなう改札や清掃等をJR九州から

業務受託し、民間団体等へ委託する。

■期待される効果

駅管理業務を委託することで、利用者の安心安全

の確保と駅環境・利便性の維持ができる。

■予算特別委員会からの提案

引き続きJR九州との契約内容を協議するよう提案

した。 無人化を回避

暮らし 不良住宅除去整備補助金 1030万円

■事業の内容

町民が安心安全に暮らせるまちづくり推進のため、

危険と判断された空き家の住宅除去経費を補助する。

■期待される効果

倒壊等の危険が第三者に及ぶことを未然に防止で

きる。

■予算特別委員会からの提案

税の公平性や制度の不正利用防止の観点からも、

厳しくその対象を精査し選定するよう提案した。 空き家問題は自治体の悩み
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子ども医療費 窓口負担廃止
予算総額 90億1086万円に

第
１
回
臨
時
会

１月20日開催の臨時会で、基山町は現在、

子どもの医療費助成を高校卒業まで行ってい

るが、通院や入院をする際に窓口自己負担は

ひと月上限1000円必要である。

これを４月からは廃止し無償とする。ま

た、子どもに係る重度心身障害者（18歳まで）

の医療費についても、窓口負担額500円を助

成し、４月から無償とする。

第１回臨時会（１月20日）

議案番号 議 案 名

議案１ 子どもの医療費の助成に関する条例の一部改正について

議案２ 重度心身障害者の医療費の助成に関する条例の一部改正について

議案３ 令和３年度一般会計補正予算（第13号）

全会一致で可決した議案

第１回定例会（３月１日∼18日)

議案番号 議 案 名 議案番号 議 案 名

議案４
町職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び町職員の
育児休業等に関する条例の一部改正について

議案11
令和３年度後期高齢者医療特別会計補正予算
（第３号）

議案５
非常勤特別職の報酬及び費用弁償に関する条
例の一部改正について

議案12 令和３年度下水道事業会計補正予算（第５号）

議案６ 国民健康保険条例の一部改正について 議案13
令和４年度一般会計予算
※下表にある修正案により修正した部分を除いた原案

議案７
下工２補（繰）第８号宝満川処理区（川端地区外）汚水
管築造工事（推進工）請負契約の変更について

議案16 令和４年度下水道事業会計予算

議案８
下工３補第１号宝満川処理区第２汚水幹線管
路築造工事（１工区）請負契約について

発議１ 基山町議会委員会条例の一部改正について

議案９ 令和３年度一般会計補正予算（第14号） 発議２ ロシアによるウクライナ侵略を非難し、即時撤退を求める決議

議案10 令和３年度国民健康保険特別会計補正予算（第５号）

全会一致で可決した議案

賛 否 表

1 2 3 4 5 6 8 9 10 11 12

中

村

絵

理

天

本

勉

松

石

健

児

大

久

保

由

美

子

末

次

明

桒

野

久

明

河

野

保

久

鳥

飼

勝

美

大

山

勝

代

品

川

義

則

松

石

信

男

〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ×

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ×

議案
番号

議 案 名

議案13
令和４年度一般会計予算の修正案
※原案より一部を修正（９款１項３目消防施設費、10款４項２目公民
館費をそれぞれ600万円減額し、14款予備費を1,200万円増額）

議案14 令和４年度国民健康保険特別会計予算

議案15 令和４年度後期高齢者医療特別会計予算

賛否が分かれた議案 ○ × 欠 退 除○ 賛成 × 反対 欠 欠席 退 退席 除 除斥 議長は採決に加わりません

反対討論 地方自治法第222条の必要な予算上の措置の見込みを得るための行為である。 天本、松石(健)

賛成討論 各施設で具体的な事業の予定がない。予算計上の説明不足。 大久保、河野、中村



令和４年３月議会7

主 な 事 業

令和３年度

補 正

予 算

歳 入

請負事業者から違約金 224万円

問 違約金の理由は何か。

答 請負事業者の従業員退職で請負遂行が困難なために契約解除を行った。

違約金は請負金額の10％となっており、諸収入に計上した。

問 契約解除後の事業進捗はどうなったのか。

答 他事業者と随意契約を行い、工事は３月末で完了予定である。

国民健康保険特別会計
6939万円を減額

予算総額20億5362万円

下水道事業会計
収益的支出 104万円を追加

総額 ４億1381万円

踏切道改良はＪＲに委託
三国・丸林線の改良工事のうち、踏切道改良

工事は専門の資格が必要なのでＪＲ九州に委託

する。踏切道は車道拡幅や歩道の新設を行い令

和６年度までに完了予定である。

事業費 3150万円

歳 出

減債基金(※）に１億円積み立て
※町債の返済を目的に積立をする基金

問 減債基金の残高は100万円もなかったのに、

なぜ１億円もの積み立てなのか。

答 国の令和３年度補正予算により、将来の町

債償還分として普通交付税が約１億円増額

されたので基金へ積み立てる。

浄化槽維持管理費減額
令和３年度の浄化槽維持費の補助制度は、当

初は307件あった交付対象件数が、世帯変動や基

準に該当しない、未申請などから最終的に201件

の申請となったため減額する。

減額 361万円

提案 交付対象者へ積極的な周知を図ること。 改良工事を行う三国踏切

一般会計 7429万円追加

予算総額 90億8515万円に



令和４年３月議会 8

育英資金貸付基金 貸付条件を緩和

貸付基金の改正内容

第
１
回
定
例
会
議
案
審
議

消
防
団
の
報
酬
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

問

基
山
町
消
防
団
は
、
団
員

確
保
の
困
難
に
直
面
し

て
い
る
。
今
回
の
改
正
は
、
消
防

班
長
、
消
防
団
員
、
支
援
団
員
の

報
酬
見
直
し
で
あ
り
、
処
遇
改
善

に
な
る
が
、
消
防
団
の
将
来
を
考

え
る
と
、
こ
れ
を
契
機
に
一
歩
踏

み
込
ん
だ
議
論
を
し
な
い
と
解

決
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答

町
で
方
向
性
を
決
め
て

地
域
や
団
員
の
理
解
を

得
な
が
ら
︑
段
階
的
に
進
め
て
行

き
た
い
︒

提
案

町
が
主
導
し
て
、
消
防
委

員
会
、
消
防
団
、
区
長
会
と
議
会

が
協
議
で
き
る
場
の
設
置
を
。

不
妊
治
療
休
暇
を
新
設

問

役
場
職
員
の
妊
娠
・
出

産
・
育
児
と
仕
事
の
両
立

の
た
め
、
今
回
新
設
し
た
不
妊
治

療
、
育
児
休
暇
、
年
休
の
取
得
が

し
や
す
い
環
境
が
必
要
で
あ
る

が
、
年
休
の
取
得
情
況
は
ど
う

か
。答

誰
が
休
ん
で
も
業
務
が

滞
ら
な
い
職
場
を
目
指

す
た
め
に
も
︑
率
先
し
て
管
理
職

が
取
得
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
い
る
︒

一
般
会
計
補
正
予
算

若
基
小
学
校

制
服
購
入
に

補
助
金

８
万
８
千
円

問

制
服
購
入
費
補
助
金
の

目
的
は
何
か
。

答

小
規
模
特
認
校
制
度
※

を

利
用
す
る
保
護
者
に
対

し
︑
新
た
に
購
入
す
る
経
済
的
な

負
担
を
軽
減
し
︑
制
度
の
利
用
促

進
を
図
る
た
め
で
︑
補
助
金
は
１

万
７
６
０
０
円
の
５
名
分
︒

問

全
額
補
助
は
、
現
在
通
学

し
て
い
る
若
基
小
児
童

と
の
公
平
性
に
欠
け
る
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
一
部
補
助
で
い

い
の
で
の
で
は
な
い
か
。

答

通
学
審
議
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
会
等
の
意
見
を
聞

い
て
全
額
補
助
と
し
た
︒
ま
ず

は
︑
各
学
年
を
２
学
級
に
す
る
こ

と
を
実
現
し
︑
余
裕
教
室
の
利
活

用
︑
無
料
塾
の
拡
充
な
ど
付
加
価

値
を
付
け
て
い
く
︒

提
案

小
規
模
特
認
校
制
度
が

成
果
を
上
げ
る
こ
と
を
望
む
が
、

児
童
の
通
学
路
が
長
く
な
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
運
用

な
ど
で
安
心
し
て
通
学
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
や
魅
力
あ
る

学
校
に
な
る
よ
う
に
提
案
す
る
。

※
小
規
模
特
認
校
制
度
と
は

こ
れ
ま
で
の
校
区
割
を
維
持

し
な
が
ら
教
室
数
に
余
裕
が
あ

る
若
基
小
を
﹁
小
規
模
特
認
校
﹂

と
し
て
指
定
し
︑
保
護
者
や
児
童

の
希
望
に
よ
り
︑
基
山
小
の
校
区

か
ら
の
就
学
を
認
め
る
も
の
で

す
︒

消防団員報酬 ２倍に引き上げ消防団員報酬 ２倍に引き上げ

総務文教委員会
審査・調査

の担当課

総務企画課・財政課・税務課

まちづくり課・出納室・教育学習課

若基小学校

改正前

15,600円

12,000円

6,000円

改正後

27,600円

24,000円

12,000円

項 目

班 長

団 員

支援団員

消防団の報酬額表（年額）消防団の報酬額表（年額）
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第
１
回
定
例
会

議
案
審
議

基
山
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

問

今
回
の
改
正
内
容
と
対

象
者
は
何
人
か
。

答

子
育
て
世
帯
の
経
済
的

負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
︑

未
就
学
児
に
係
る
均
等
割
額
に

つ
い
て
︑
２
分
の
１
を
軽
減
す
る

制
度
が
創
設
さ
れ
た
︒
対
象
者

予
定
者
は
48
人
で
あ
る
︒

問

町
で
は
、
残
り
の
均
等
割

額
も
軽
減
し
て
い
る
が
、

県
内
で
同
様
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
は
あ
る
の

か
。答

基
山
町
独
自
の
取
り
組

み
で
あ
る
︒
ま
た
︑
令
和

２
年
度
か
ら
18
歳
以
下
の
子
ど

も
が
３
人
以
上
い
る
世
帯
に
︑
第

３
子
以
降
の
均
等
割
額
の
全
額

免
除
も
行
っ
て
い
る
︒

提
案

町
民
に
分
か
り
や
す
い

周
知
に
努
め
、
町
独
自
の
魅
力
あ

る
政
策
と
し
て
情
報
発
信
を
行

う
こ
と
。

一
般
会
計
補
正
予
算

保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例

事
業
補
助
金

２
１
７
万
円

問

補
助
金
の
目
的
は
何
か
。

答

保
育
施
設
職
員
の
処
遇

改
善
を
図
る
た
め
︑
民
間

保
育
施
設
へ
の
補
助
金
給
付
を

行
う
も
の
で
︑
国
の
全
額
負
担
で

運
用
す
る
も
の
で
あ
る
︒

問

各
保
育
施
設
で
、
こ
の
補

助
金
が
適
切
に
運
用
さ

れ
て
い
る
か
の
確
認
は
ど
う
す

る
の
か
。

答

各
園
か
ら
提
出
さ
れ
た

実
施
計
画
書
に
基
づ
き
︑

園
児
数
に
応
じ
た
補
助
額
を
確

定
し
︑
実
績
報
告
書
お
よ
び
県
と

町
で
の
監
査
に
よ
り
確
認
を
行

う
︒

提
案

国
の
方
針
に
従
い
、
処
遇

改
善
の
効
果
が
継
続
す
る
た
め

に
も
今
後
も
適
切
な
管
理
に
努

め
る
こ
と
。

道
路
新
設
改
良
費

町
道
三
国

丸
林
線

３
３
８
９
万
円

問

工
事
の
進
捗
状
況
は
。

答

令
和
３
年
度
末
で
歩
道
・

車
道
︵
高
速
道
ボ
ッ
ク
ス

付
近
︶
の
一
部
を
残
し
完
了
す

る
︒問

今
後
の
工
事
予
定
は
。

答

令
和
４
年
度
は
水
路
工

事
並
び
に
踏
切
拡
幅
に

伴
う
水
路
の
護
岸
工
事
の
Ｊ
Ｒ

へ
の
委
託
を
予
定
し
て
い
る
︒

令
和
５
年
度
以
降
は
︑
高
速
道

ボ
ッ
ク
ス
東
側
に
公
共
交
通
広

場
の
整
備
や
踏
切
拡
幅
︑
国
道
３

号
の
交
差
点
接
続
工
事
を
行
い
︑

令
和
６
年
度
完
了
予
定
で
あ
る
︒

提
案

三
国
踏
切
は
﹁
危
険
な
踏

切
﹂
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
Ｊ
Ｒ
と
協
議
の
上
、
一
年
で

も
早
く
工
事
着
手
す
る
こ
と
。

ま
た
、
総
事
業
費
７
億
３
０
０
０

万
円
を
投
じ
る
事
業
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
周
辺
地
域
の
振
興
や
産

業
振
興
等
を
見
据
え
た
展
望
を

講
じ
て
い
く
よ
う
提
案
し
た
。

保育士等の処遇改善 補助金給付保育士等の処遇改善 補助金給付

厚生産業常任委員会
審査、調査

の担当課

住民課・健康増進課・福祉課・こども課

産業振興課・定住促進課・建設課

保育士はたいへん

町道三国・丸林線道路改良事業
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一般質問

問

新
住
民
と
自
治
会
と
の
関
わ
り
に

町
は
ど
う
関
与
し
て
い
る
の
か
。

答

基
山
町
の
住
居
系
ミ
ニ
地
区
計
画

は
牛
逢
地
区
が
初
め
て
で
︑
地
区
計
画

の
策
定
に
際
し
て
は
︑
地
元
区
長
の
要

望
を
踏
ま
え
︑
新
た
に
行
政
組
合
を
設

け
る
よ
う
に
指
導
す
る
な
ど
︑
周
辺
地

域
と
の
調
和
を
図
る
︒

安
心
・
安
全
な
通
学
路
の
維
持
や
防

災
教
育
は

問

ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
る
の

か
。

答

通
学
路
の
維
持
に
つ
い
て
は
﹁
交

通
安
全
﹂﹁
防
犯
﹂﹁
防
災
﹂
に
つ
い
て

の
３
観
点
か
ら
安
全
な
町
づ
く
り
推
進

員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
の
意
見
を
頂
き
維

持
に
努
め
て
い
る
︒

児
童
生
徒
の
防
災
教
育
に
つ
い
て

は
︑
洪
水
に
対
す
る
備
え
と
し
て
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
教
育
や
︑

危
険
箇
所
の
把
握
を
行
い
︑
子
ど
も
た

ち
へ
の
指
導
に
生
か
し
た
い
︒

問

地
区
計
画
に
よ
り
、
道
路
整
備
は
。

答

町
の
同
意
を
得
て
開
発
業
者
が
整

備
す
る
︒
区
域
外
で
整
備
が
必
要
な
場

合
︑
業
者
と
協
議
し
て
整
備
を
行
う
︒

問

地
区
計
画
の
交
通
安
全
対
策
は
。

答

町
と
し
て
交
通
安
全
施
設
整
備
は

検
討
す
る
が
︑
周
辺
住
民
説
明
会
や
︑

区
長
等
か
ら
出
た
意
見
等
は
対
応
を
検

討
す
る
︒

問

行
き
止
ま
り
道
路
の
車
両
転
回
場

所
や
、
ご
み
集
積
場
の
確
保
、
誤
っ
て

進
入
す
る
車
両
の
防
止
看
板
設
置
等
の

検
討
は
。

答

開
発

業
者
と
の

協
議
な
ど

を
行
い
︑

町
で
検
討

す
る
︒

全員が 町 政 を問う

問

地
区
計
画
で
住
環
境
の
維
持
は

答

住
民
に
と
っ
て
良
好
な
環
境
を
保
つ

桒く
わ

野の

久ひ
さ

明あ
き

議
員

11人が町政を問う
一一般質問般質問一般質問般質問一般質問

｢この先行き止まり」看板設置を

一般質問とは、議員

が町政について自由に

質問することをいいま

す。質問する項目は事

前に通告します。時間

内であれば、納得がい

くまで何度も質問でき

る「一問一答方式」を

採用しています。

質問議員 質問事項 ページ

桒 野 久 明 地区計画で住環境の維持は 10

品 川 義 則 なぜ、ゼロカーボンシティを目指す 11

大久保 由美子 学校への欠席連絡にアプリを 11

松 石 健 児 コロナ下 通信端末活用促進を 12

天 本 勉 農業の維持振興は 12

中 村 絵 理 行政職員の働き方改革とは 13

末 次 明 基山町職員に期待することは 13

大 山 勝 代 子育て支援の諸課題の担当課は 14

河 野 保 久 事故後の安全対策は 14

松 石 信 男 太陽光屋根設置へ補助を 15

鳥 飼 勝 美 消防格納庫は、町の公共施設では 15
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一般質問

QRコードから一般質問の録画映像がご覧いただけます

問

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
定
義
は

何
か
。

答

環
境
省
で
は
﹁
２
０
５
０
年
に
二

酸
化
炭
素
を
実
質
排
出
ゼ
ロ
に
す
る
こ

と
を
目
指
す
旨
を
首
長
自
ら
が
公
表
さ

れ
た
地
方
自
治
体
﹂
を
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
と
定
義
し
て
い
る
︒

問

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
２
０
１
３

年
比
46
％
削
減
と
し
た
根
拠
は
。

答

46
％
削
減
の
目
標
を
設
定
す
る
に

あ
た
り
︑
現
状
ど
お
り
で
地
球
温
暖
化

対
策
を
実
施
し
な
い
場
合
︑
環
境
省
の

将
来
推
計
で
36
・
８
％
削
減
さ
れ
る
と

結
果
が
出
た
︒
さ
ら
に
︑
国
の
﹁
地
球

温
暖
化
対
策
計
画
﹂
に
基
づ
き
町
民
・

事
業
者
・
行
政
等
が
連
携
し
て
取
り
組

ん
だ
場
合
９
・
５
％
削
減
が
見
込
ま
れ

る
︒
こ
れ
を
あ
わ
せ
て
46
％
削
減
目
標

と
し
た
︒

問

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
表

明
す
る
に
当
た
っ
て
、
ク
リ
ー
ン
ヒ
ル

宝
満
な
ど
の
関
係
自
治
体
と
の
協
議
は

終
わ
っ
て
い
る
の
か
。

答

今
回
の
宣
言
に
つ
い
て
は
︑
担
当

者
ベ
ー
ス
の
説
明
を
し
て
い
る
︒
す
で

に
ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
宝
満
で
は
︑
２
０
２

５
年
度
で
２
０
１
９
年
度
と
比
較
し
て

５
％
削
減
を
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い

る
︒

問

ご
み
減
量
化
対
策
と
し
て
、
家
庭

の
生
ご
み
・
お
む
つ
だ
け
の
収
集
は
で

き
な
い
か
。
環
境
審
議
会
等
で
協
議
で

き
な
い
の
か
。
福
岡
県
大
木
町
や
お
む

つ
メ
ー
カ
も
実
施
し
て
い
る
先
進
事
例

を
調
査
し
て
は
ど
う
か
。

答

環
境
審
議
会
に
諮
れ
る
か
調
査
研

究
し
て
い
く
︒

ゼロカーボンシティ宣言を表明する町長

問

な
ぜ
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
目
指
す

答

Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
姿
勢
を
示
す
た
め

品し
な

川が
わ

義よ
し

則の
り

議
員

情
報
提
供
に
｢
防
災
ラ
ジ
オ
｣
を

問

災
害
時
要
支
援
者
や
高
齢
者
世

帯
、
情
報
弱
者
に
配
布
で
き
な
い
か
。

答

個
別
の
世
帯
に
伝
達
す
る
手
段
は

必
要
と
考
え
る
︒
現
在
あ
る
電
話
連
絡

シ
ス
テ
ム
の
情
報
配
信
一
斉
機
能
を
使

い
︑
登
録
者
の
拡
大
を
考
え
て
い
る
︒

問

令
和
２
年
度
版
消
防
白
書
に
、
防

災
ラ
ジ
オ
の
配
備
促
進
を
強
く
図
り
、

技
術
的
・
財
政
的
に
積
極
的
支
援
を
す

る
と
あ
る
。
再
度
検
討
で
き
な
い
か
。

答

高
齢
者
等
へ
︑
ど
う
い
う
情
報
伝

達
が
必
要
か
を
調
べ
て
検
討
し
た
い
︒

問

学
校
・
家
庭
・
地
域
間
の
さ
ま
ざ

ま
な
連
絡
も
ア
プ
リ
を
使
い
デ
ジ
タ
ル

化
を
。

答

現
在
利
用
し
て
い
る
マ
チ
コ
ミ
を

拡
充
し
︑
配
信
を
検
討
す
る
︒

問

昨
年
４
月
、
町
立
学
校
に
設
置
し

た
学
校
運
営
協
議
会
︵
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
︶
の
導
入
目
的
や
役

割
は
。

答

保
護
者
と
地
域
が
学
校
の
課
題
解

決
に
参
画
し
︑﹁
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
づ
く
り
﹂
の
推
進
と
︑
学
校
運
営

に
関
す
る
承
認
や
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
る
︒

問

｢
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
｣
で
導
入
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
学

級
閉
鎖
等
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
対

応
は
。

答

個
に
応
じ
た
課
題
対
応
や
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
の
活
用
︑
資
料
を
簡
単
に
提

示
で
き
多
く
の
利
点
が
あ
る
︒
学
級
閉

鎖
時
は
︑
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
ち
帰
り
遠

隔
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
っ

た
︒

問

学
校
へ
の
欠
席
連
絡
に
ア
プ
リ
を

答

課
題
整
理
の
上
︑
導
入
し
た
い

大お
お

久く

保ぼ

由ゆ

美み

子こ

議
員

情報提供に防災ラジオを
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一般質問

周
辺
地
域
の
安
全
対
策
検
証
を

問

宅
地
開
発
計
画
を
決
定
し
た
場

合
、
そ
の
周
辺
地
域
の
安
全
対
策
も
事

前
に
行
う
べ
き
で
は
。

答

地
区
計
画
を
定
め
る
場
合
に
は
︑

周
辺
地
域
も
含
め
て
良
好
な
生
活
環
境

の
保
全
・
形
成
を
図
る
た
め
に
︑
国
が

定
め
る
﹁
都
市
計
画
運
用
指
針
﹂
に
沿
っ

て
庁
内
関
係
課
︑
警
察
を
含
む
県
︑
近

隣
市
町
と
事
前
に
調
整
・
協
議
を
行
っ

て
い
る
︒

開発前に防災・治水・交通安全の早期対策検討を（塚原地区）

問

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
拡

大
層
が
低
年
齢
化
し
て
き
て
い
る
。
感

染
拡
大
の
第
６
波
は
減
少
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
派
生
型
︵
Ｂ

Ａ
２
︶
の
感
染
拡
大
も
懸
念
さ
れ
る
。

臨
時
休
校
や
学
級
閉
鎖
等
に
備
え
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
型
通
信
端
末
を
活
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
、
活
用
促
進
を
図

る
べ
き
で
は
。

答

学
校
お
よ
び
家
庭
の
通
信
環
境
も

整
っ
て
い
る
た
め
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
実
施
は
可
能
だ
が
︑
こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
対
面
授
業
と
は
異
な
る
こ
と

や
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
の
た
め
の
事
前

準
備
な
ど
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑

全
て
の
教
科
や
単
元
で
の
実
施
は
難
し

い
部
分
も
あ
る
︒
今
後
︑
有
効
な
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
︑
よ

り
多
く
の
教
科
や
時
間
で
行
え
る
よ
う

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
や
指
導
主
事
が
︑
先
生

方
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
︒

問

コ
ロ
ナ
下

通
信
端
末
活
用
促
進
を

答

よ
り
多
く
の
教
科
で
実
施
検
討

松ま
つ

石い
し

健け
ん

児じ

議
員

10
年
後
を
想
定
し
た
基
山
町
の
農
業
振

興
活
動
計
画
の
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
︒

問

農
地
・
農
業
用
施
設
等
の
整
備
の

一
部
を
補
助
す
る
た
め
﹁
農
業
・
農
村

振
興
整
備
事
業
補
助
金
要
綱
﹂
が
施
行

さ
れ
た
が
、
周
知
は
ど
う
す
る
の
か
。

答

補
助
制
度
の
制
定
後
に
１
件
の
活

用
が
あ
っ
た
︒
今
後
︑
こ
の
補
助
制
度

が
広
く
浸
透
︑
活
用
さ
れ
て
い
く
よ
う

生
産
組
合
長
全
体
説
明
会
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
て
い
き
た
い
︒

問

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基

づ
く
農
地
の
貸
し
借
り
の
利
用
権
設
定

の
状
況
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答

農
地
面
積
は
田
畑
合
わ
せ
て
２
９

２
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
︑
う
ち
利
用
権

設
定
の
貸
し
借
り
が
行
わ
れ
て
い
る
農

地
は
約
76
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
︑
26
％
の
割

合
と
な
っ
て
い
る
︒

問

基
山
町
の
今
後
の
地
域
農
業
の
未

来
設
計
図
で
あ
る
﹁
基
山
町
人
・
農
地

プ
ラ
ン
﹂
の
見
直
し
と
実
質
化
に
向
け

た
取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

答

｢人
・
農
地
プ
ラ
ン
｣は
基
山
町
全

域
の
農
地
の
将
来
を
考
え
︑
地
域
の
話

し
合
い
に
よ
り
担
い
手
で
あ
る
中
心
経

営
体
や
農
地
集
積
の
方
向
性
を
明
確
化

し
た
計
画
で
あ
る
︒
基
山
町
で
は
平
成

25
年
３
月
に
策
定
し
︑
現
況
に
合
う
よ

う
適
宜
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
︒

ま
た
︑
農
水
省
で
は
﹁
人
・
農
地
プ

ラ
ン
の
法
定
化
﹂
が
検
討
さ
れ
て
お
り
︑

令
和
４
年
度
中
に
協
議
会
を
設
置
し
︑

小松地区の棚田

天あ
ま

本も
と

勉
つ
と
む

議
員

問

農
業
の
維
持
振
興
は

答
座
談
会
を
行
い
︑
活
用
施
策
を
検
討
す
る
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一般質問

QRコードから一般質問の録画映像がご覧いただけます

始
め
て
行
き
た
い
︒

町
内
の
発
掘
調
査
に
伴
う
出
土
品
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

問

出
土
品
の
学
校
授
業
等
へ
の
活
用

は
考
え
ら
れ
る
の
か
。

答

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
た
出
前
授
業
は

や
っ
て
い
る
が
︑
実
物
を
手
に
触
れ
さ

せ
た
り
す
る
こ
と
は
や
っ
て
い
な
い
︒

他
の
自
治
体
で
は
既
に
活
用
し
て
い
る

事
例
も
あ
る
︒
活
用
に
つ
い
て
は
さ
ま

ざ
ま
な
形
を
検
討
す
る
︒

明るい職場は業務効率も高い

問

基
山
町
職
員
の
年
休
取
得
率
は
全

国
市
区
町
村
の
取
得
率
と
比
較
し
て
少

な
い
。
改
善
策
は
。

答

上
司
か
ら
の
声
掛
け
に
よ
る
年
休

を
取
り
や
す
い
雰
囲
気
作
り
や
︑
計
画

的
に
計
画
書
を
作
成
し
て
休
む
こ
と
も

ひ
と
つ
の
方
法
で
あ
る
︒

問

男
性
の
育
児
休
暇
取
得
者
は
い
る

の
か
。

答

今
年
度
は
短
期
間
で
は
あ
る
が
︑

１
人
が
取
得
し
て
い
る
︒

問

職
場
内
で
セ
ク
ハ
ラ
や
パ
ワ
ハ
ラ

等
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

答

苦
情
相
談
員
が
話
を
聞
き
取
り
総

務
企
画
課
へ
報
告
︑
事
実
関
係
の
調
査

確
認
を
行
い
︑
必
要
が
あ
れ
ば
﹁
苦
情

委
員
会
﹂
を
設
置
し
対
応
す
る
︒

問

職
員
の
夏
季
休
暇
を
現
行
の
３
日

か
ら
５
日
へ
、
取
得
期
間
の
猶
予
も
緩

和
で
き
な
い
か
。

答

現
行
の
３
日
間
に
有
休
を
必
ず
前

後
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
の
勧
奨
か
ら

問

行
政
職
員
の
働
き
方
改
革
と
は

答

能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
整
備

中な
か

村む
ら

絵え

理り

議
員

過
剰
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
減
を

問

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
長
期
化

し
、
職
員
の
負
担
が
増
加
し
て
い
る
。

命
令
系
統
は
適
切
に
機
能
し
て
い
る

か
、
役
場
業
務
に
危
機
感
は
あ
る
か
、

そ
し
て
対
応
策
は
検
討
し
て
い
る
か
。

答

町
職
員
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
は

課
長
を
通
じ
て
全
職
員
に
伝
え
て
い
る
︒

民
間
並
み
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
は
︑
個

人
情
報
を
扱
っ
て
い
る
の
で
︑
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
面
か
ら
実
施
は
困
難
だ
︒
対

策
と
し
て
週
休
日
の
振
替
︑
代
休
活
用

に
よ
る
勤
務
の
分
散
や
庁
外
と
の
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
︑
リ
モ
ー
ト
面
接
︑
説
明
会
等

の
ラ
イ
ブ
配
信
も
実
施
し
て
い
る
︒

町
職
員
の
育
成
は
町
の
責
務

問

今
の
日
本
人
は
行
政
に
頼
り
す
ぎ

と
思
う
が
、
頼
ら
れ
る
側
の
基
山
町
は

そ
れ
に
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町
民
の
満
足
度
を
得
な
が
ら
、
限
ら

れ
た
職
員
、
予
算
で
業
務
を
遂
行
す
る

に
は
新
規
事
業
の
実
施
だ
け
で
な
く
、

事
業
削
減
、
予
算
削
減
を
工
夫
し
な
が

ら
決
断
し
、
実
行
で
き
る
職
員
を
育
て

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
基
山
町
の
良

し
悪
し
は
人
で
決
ま
る
。
職
員
採
用
し

た
か
ら
に
は
、
人
材
育
成
の
責
務
が
あ

る
。
町
職
員
に
望
む
も
の
は
何
か
。

答

職
員
に
は
町
民
フ
ァ
ー
ス
ト
で
あ

り
基
山
町
に
誇
り
と
愛
を
持
っ
て
ほ
し

い
︒
事
業
遂
行
に
当
た
っ
て
は
﹁
自
分

の
お
金
で
は
や
ら
な
い
こ
と
を
町
の
お

金
で
な
ら
で
き
る
と
言
う
の
は
お
か
し

い
と
思
い
な
さ
い
﹂
と
言
っ
て
い
る
︒

業
務
を
確
実
に
行
っ
て
い
く
た
め
に
︑

業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
︑
引
き
継
ぎ
書
の
作

成
と
︑
研
修
へ
の
参
加
を
促
し
て
い
る
︒

問

町
職
員
に
期
待
す
る
こ
と
は

答

町
民
フ
ァ
ー
ス
ト
で
あ
る
こ
と

末す
え

次つ
ぐ

明
あ
き
ら

議
員
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答

防
止
対
策
が
強
化
さ
れ
た
︒
親
権

者
等
に
よ
る
体
罰
の
禁
止
︑
児
童
相
談

所
へ
の
弁
護
士
等
の
専
門
職
の
配
置
︑

関
係
機
関
と
の
連
絡
強
化
な
ど
︒

問

食
の
貧
困
に
つ
い
て
は
検
討
さ
れ

た
か
。

答

支
援
が
必
要
な
子
ど
も
や
家
庭
を

早
く
把
握
し
て
︑
行
政
や
地
域
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
具
体
的
な
支
援
や
見
守
り

に
つ
な
げ
た
い
︒
こ
ど
も
食
堂
関
係
者

や
社
会
福
祉
協
議
会
︑
区
長
会
代
表
な

ど
が
集
ま
っ
て
勉
強
会
を
し
た
︒

問

次
の
課
題
に
対
し
て
の
担
当
課
は

ど
こ
か
。

答

保
育
所
の
待
機
児
童
︵
こ
ど
も

課
︶︑
障
が
い
を
も
っ
た
子
の
対
応
︵
福

祉
課
・
こ
ど
も
課
︶︑
放
課
後
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
︵
福
祉
課
︶︑
児
童
虐
待
防
止
対
策

︵
健
康
増
進
課
︶︑
食
の
貧
困
対
策
︵
こ

ど
も
課
︶︑
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
︵
健
康
増

進
課
と
関
係
課
︶︑
教
育
学
習
課
と
連

携
し
て
行
う
︒

問

｢
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
﹂
は
ど
う
い
う
業
務
か
。

答

子
ど
も
・
家
庭
の
ま
ず
最
初
の
身

近
な
相
談
窓
口
と
し
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
設
置
︒
相
談
内
容
に
よ
っ
て
関
係
課

の
職
員
が
来
て
対
応
す
る
︒

問

名
称
が
堅
苦
し
い
。
﹁
基
山
町
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
﹂
と
間
違
え
る
。

愛
称
が
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答

検
討
し
た
い
︒

問

体
罰
︵
虐
待
︶
に
関
す
る
﹁
児
童

福
祉
法
﹂
は
ど
う
改
正
さ
れ
た
か
。

大お
お

山や
ま

勝か
つ

代よ

議
員

問

子
育
て
支
援
の
諸
課
題
の
担
当
課
は

答
｢子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
｣等
で

保健センター内の子育て世代包括支援センター

み
き
れ
な
い
︒
今
回
の
事
故
を
教
訓
と

し
︑
町
の
交
通
安
全
の
た
め
に
︑
こ
れ

ま
で
以
上
に
取
り
組
む
こ
と
が
︑
被
害

者
へ
の
お
弔
い
で
あ
り
︑
私
の
最
大
の

使
命
で
あ
る
と
心
に
誓
っ
て
い
る
︒

問

事
故
発
生
後
に
行
っ
た
施
策
が
あ

れ
ば
、
具
体
的
に
示
せ
。

答

町
で
は
交
差
点
付
近
に
﹁
歩
行
者

に
注
意
﹂
の
看
板
を
２
カ
所
設
置
し
た
︒

ま
た
︑
警
察
の
方
で
は
︑
横
断
歩
道
に

高
輝
度
シ
ー
ル
を
設
置
し
︑
特
に
事
故

が
あ
っ
た
時
間
帯
の
取
り
締
ま
り
や
︑

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
を
行
っ
て
い

る
︒

問

直
近
３
年
間
の
基
山
町
の
交
通
事

故
の
発
生
件
数
は
。

答

令
和
元
年
が
51
件
︑
令
和
２
年
が

30
件
︑
令
和
３
年
が
32
件
︒
死
亡
者
が

出
た
事
故
は
令
和
３
年
の
１
件
︒

問

令
和
３
年
12
月
の
交
通
事
故
と

は
。

答

14
日
の
午
前
６
時
45
分
頃
︑
け
や

き
台
の
点
滅
信
号
の
あ
る
交
差
点
で
︑

け
や
き
台
２
丁
目
方
面
か
ら
筑
紫
野
市

方
面
へ
進
行
中
の
軽
自
動
車
が
進
路
前

方
の
歩
行
者
に
衝
突
︑
歩
行
者
の
方
は

お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
る
︒

問

こ
の
事
故
の
発
生
を
受
け
て
の
町

の
所
感
は
。

答

不
遇
の
事
故
に
遭
遇
し
︑
貴
重
な

生
命
を
失
わ
れ
た
方
に
︑
心
よ
り
お
悔

や
み
申
し
上
げ
ま
す
︒
交
通
事
故
の
恐

ろ
し
さ
と
悲
し
み
を
感
じ
て
い
る
︒
事

故
現
場
で
は
２
月
21
日
よ
り
三
灯
式
信

号
の
運
用
が
開
始
さ
れ
て
い
る
が
︑
も

う
少
し
早
け
れ
ば
と
悔
や
ん
で
も
悔
や

問

事
故
後
の
安
全
対
策
は

答

こ
れ
ま
で
以
上
に
し
っ
か
り
取
り
組
む

河こ
う

野の

保や
す

久ひ
さ

議
員

交通事後現場交差点
(現三灯式信号)
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考
に
検
討
す
る
︒

問

太
陽
光
発
電
の
屋
根
設
置
へ
補
助

を
。

答

今
年
度
の
調
査
の
中
で
前
向
き
に

検
討
す
る
︒

問

公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

設
置
は
。

答

現
在
︑
基
山
小
︑
図
書
館
︑
ア
モ
ー

レ
・
グ
ラ
ン
デ
基
山
に
設
置
し
て
い
る

が
︑
あ
と
３
カ
所
設
置
す
る
︒

保
育
士
・
学
童
保
育
支
援
員
賃
金
３
％

引
き
上
げ

問

コ
ロ
ナ
禍
で
賃
金
が
低
い
保
育

士
・
学
童
保
育
支
援
員
の
賃
上
げ
が
必

要
だ
。

答

保
育
士
︵
民
間
︑
公
立
︶
は
︑
２
月

か
ら
月
額
５
千
円
程
度
引
上
げ
る
︒
学

童
保
育
支
援
員
は
︑
月
額
千
円
︑
２
千

円
︑
５
千
円
程
度
基
準
に
基
づ
き
計
算

す
る
︒

Ｃ
Ｏ
２
削
減
ど
う
進
め
る
の
か

問

昨
年
の
﹁
気
候
変
動
に
関
す
る
政

府
間
パ
ネ
ル
で
は
、
﹁
温
暖
化
は
人
間

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
断
定
﹂

し
た
。
特
に
若
者
に
と
っ
て
深
刻
な
問

題
だ
。
政
府
は
２
０
３
０
年
度
の
削
減

目
標
を
46
％
と
し
た
が
、
全
世
界
平
均

よ
り
低
い
。
基
山
町
環
境
基
本
計
画
で

は
Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
標
は
46
％
と
し
て
い

る
。
ど
う
進
め
る
の
か
。

答

地
域
や
公
共
施
設
な
ど
に
︑
太
陽

光
︑
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
へ
今
年
度
調
査
す

る
︒

問

省

エ

ネ
、

再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
促
進
の

た

め

提

案

す

る
。
一
般
住
宅

の
断
熱
改
修
へ

補
助
を
。

答

他
市
町
の

補
助
事
業
を
参

問

太
陽
光
屋
根
設
置
へ
補
助
を

答

調
査
し
前
向
き
に
検
討

松ま
つ

石い
し

信の
ぶ

男お

議
員

図書館で太陽光発電

問

現
在
の
基
山
町
の
公
共
施
設
の
対

象
施
設
は
何
か
。

答

公
共
施
設
︵
建
物
︶
34
施
設
１
４

６
棟
・
町
道
１
４
０
㎞
・
橋
梁
１
０
０

橋
・
下
水
道
62
㎞
・
都
市
公
園
10
カ
所
︒

問

策
定
以
来
６
年
を
経
過
し
た
、
｢基

山
町
公
共
施
設
管
理
計
画
｣の
見
直
し
は
。

答

抜
本
的
に
見
直
し
︑
現
状
に
合
っ

た
管
理
計
画
を
今
年
度
中
に
策
定
す
る
︒

消
防
格
納
庫
は
、
な
ぜ
公
共
施
設
で
は
な
い
の
か

問

公
共
施
設
で
重
要
施
設
で
あ
る
消

防
団
各
部
の
消
防
格
納
庫
を
、
公
共
施

設
管
理
計
画
に
登
載
し
な
い
の
は
な
ぜ

か
。

答

消
防
格
納
庫
は
町
の
所
有
で
な
い

の
で
登
載
し
て
い
な
い
︒

問

町
の
所
有
か
ど
う
か
の
判
断
で
は

な
く
、
消
防
格
納
庫
が
公
共
施
設
で
あ

る
か
ど
う
か
で
判
断
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答

現
時
点
で
は
登
載
し
て
い
な
い
︒

問

消
防
格
納
庫
は
、
消
防
組
織
法
で

市
町
村
の
責
任
で
管
理
す
べ
き
と
規
定

さ
れ
て
い
る
。法
律
違
反
で
は
な
い
の
か
。

答

町
の
所
有
で
な
い
か
ら
公
共
施
設

と
は
認
識
し
て
い
な
い
︒

問

各
区
等
が
所
有
し
て
い
る
消
防
格

納
庫
を
無
償
で
町
に
移
管
し
、
町
が
管

理
運
営
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答

今
後
︑
町
議
会
や
関
係
者
等
と
協

議
し
て
い
く
︒

問

消
防
格
納
庫
は
、
町
の
公
共
施
設
で
は

答
町
の
所
有
で
な
い
た
め
公
共
施
設
で
は
な
い

鳥と
り

飼か
い

勝か
つ

美み

議
員

公共施設である消防格納庫
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行 政 一 般

問 公共工事計画室の計画策定の進捗状況はどう

なっているか。現在、各行政区から上がってい

る分については早急に対応してほしい。

答 公共施設等総合管理計画の見直しについては、

現在改訂作業中ですので、作業が完了次第内容

を公表します。また、道路舗装維持管理計画に

ついては、既に路面性状調査を終えており、令

和３年度末に完成予定です。今後はこの計画

に基づき計画的に舗装工事を実施しますので、

工事の実施時期等について分かりやすくなる

ものと考えています。

防犯・防災

問 基山町は洪水等の危険がある場合、事前にメー

ル等で情報を発信しているが、それを町民に伝

えるタイミングの判断や緊急連絡先のレク

チャーが欲しい。

答 大雨による避難などのタイミングについては、

国が示す５段階の警戒レベルと防災気象情報

により判断し情報発信を行っています。また、

緊急の連絡先としては、基山町の代表電話

92-2011または92-7915をご利用ください。

問 里
り

道
ど う

の草刈り等は、今後誰が？
答 アダプトプログラム参加者は現在増加、拡充して対応できないか検討

道路・河川

問 秋口の落葉樹の処理をいつまでも近隣住民に

任せるのは無理。町が予算化して処理してほ

しい。

答 秋口の落葉の処理に関する要望が、近年増えて

きています。そのため町では道路内に植樹帯

がある幹線道路について年３回、道路清掃委託

して対応しています。

住 宅

問 割田団地は相当年数が経っている。建て替え

の期限を明確にして民間マンション建設など

有効に活用してほしい。既存入居者の転居場

所が確保できなければ、民間賃貸集合住宅の活

用を検討してほしい。

答 令和２年３月に策定した「基山町公営住宅等長

寿命化計画」では、割田団地は2039年までは予

防保全的な改善を行いながら長寿命化を図る

こととなっています。割田団地の建て替えの

際には、基山駅東側周辺地域のまちづくりとし

て広い視野での検討も必要であると考えてい

ます。

令和３年11月に開催した「第９回町議会と語ろう会」にて皆様よりたくさんの声を頂

きました。

今回は、その場でお答えできなかった質問・課題について、町執行部より回答があり

ました一部を紙面にてお届けします。

その他の質問・課題や詳細は、ホームページに記載しています。

実松川の氾濫 塚原下橋付近（2018年７月撮影）

長寿命化を図る割田団地

第９回町議会と語ろう会 回答
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委

員

長

桒
野

久
明

副
委
員
長

松
石

信
男

委

員

末
次

明

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委

員大
久
保
由
美
子

委

員天
本

勉

委

員中
村

絵
理

編編編編編

集集集集集

後後後後後

記記記記記

編

集

後

記

編

集

後

記

町
を
守
る

基
山
町
消
防
団
は
町
民
の
生
命
・
身

体
・
財
産
を
守
る
と
い
う
尊
い
使
命
を
帯

び
て
い
ま
す
。

現
状
の
消
防
団
は
団
員
確
保
の
難
し
さ

か
ら
く
る
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
。町

内
の
消
防
団
適
齢
期
の
皆
さ
ん
、
地

域
貢
献
活
動
を
消
防
団
で
体
験
し
、
大
き

な
意
味
で
﹁
家
族
を
守
る
﹂
と
い
う
こ
と

に
手
応
え
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。
議
会
も

応
援
し
て
い
ま
す
。

(末
次

明
)

令和４年 第２回基山町議会定例会 会期の予定

６月３日（金）〜10日（金）

休日議会 一般質問 ６月４日（土）・５日（日）

議会を傍聴してみませんか。多くの皆さまの傍聴をお待ちしております。

※この会期日程等は、状況により変更することがあります。

区 分 件 名 内容（概略） 結 果

意
見
書

子どもの医療費助
成の拡充を求める
意見書

１ 佐賀県の医療費助成制度の対象年齢を中学校卒業ま
で拡充すること。

２ 国に対して、現物給付を理由とした国民健康保険国
庫負担金の減額調整措置の廃止を求めること。

採択
（全員賛成）

陳
情
書

母(毛嘉萍)が中国
で不法に逮捕され
ている件に関する
要望

１ 人道的な立場、不当な扱いを受けている母の境遇に
関心をお持ちいただき、在日中国大使館及び日本外務
省に働きかけること。国に「毛嘉萍さんの早期救出を
求める意見書」を提出すること。

全議員に配布

基山町の公益に関する事柄について、国会や関係行政庁に対して議会の議決に
基づき意見書を提出することができます。詳しくは事務局にお尋ねください。

意見書等の結果

ロシアを非難する決議文を採択

基山町議会は一日も早くウクライナに平和な日々が来ることを願い、日本政府が経済制裁

や人道支援においてＧ７をはじめとする国際社会と一致した措置をとることを支持するもの

であり、ロシアに対して即時の攻撃停止とウクライナからの部隊撤退を強く求め、ロシアによ

るウクライナ侵略を強く非難する。

ウクライナ侵略を非難し、即時撤退を求める決議

全文はHPを検索

火の〜用〜心♪
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農
業
の
維
持
・
振
興
を
図
る

に
は基

山
町
の
農
地
面
積
は
︑
令
和
２

年
度
で
２
９
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
︵
う
ち

田
は
２
４
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
︶︑
総
農
家

数
は
２
５
６
で
あ
る
︒
農
業
産
出
額

︵
平
成
30
年
推
計
︶
は
総
計
３
億
６
０

０
０
万
円
で
︑
穀
物
や
野
菜
な
ど
が

３
億
３
０
０
０
万
円
︑
畜
産
が
３
０

０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
︒

耕
作
放
棄
地
は
毎
年
増
加
傾
向
に

あ
り
︑
平
成
27
年
度
に
は
約
43
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
及
ぶ
︒
今
後
︑
宅
地
や
産

業
用
地
の
開
発
な
ど
に
よ
り
更
に
農

地
面
積
は
減
少
す
る
見
込
み
で
あ

る
︒
ま
た
︑
農
家
の
高
齢
化
・
後
継

者
問
題
な
ど
農
村
部
で
深
刻
化
し
て

お
り
︑
本
年
４
月
以
降
︑
協
議
会
を

設
立
し
﹁
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動

計
画
﹂
の
策
定
に
向
け
︑
具
体
的
に

話
し
合
い
を
行
っ
て
い
く
︒

委
員
会
か
ら
の
提
案

農
産
物
の
６
次
産
業
化
を
含
め
新

た
な
特
産
品
・
加
工
品
開
発
を
探
求

し
︑
農
業
の
新
た
な
道
筋
を
創
出
し

て
︑
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
の
策

定
は
︑
町
が
地
区
で
の
話
し
合
い
に

積
極
的
に
関
わ
り
丁
寧
な
支
援
を
行

う
こ
と
︒

消
防
団
に
関
心
を
持
と
う

基
山
町
消
防
団
は
コ
ロ
ナ
禍
で

あ
っ
て
も
﹁
町
民
の
生
命
・
身
体
・
財

産
を
守
る
﹂
と
い
う
使
命
感
を
も
っ

て
︑
い
か
な
る
時
で
も
火
災
や
災
害

が
発
生
す
れ
ば
出
動
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
る
︒

今
︑
こ
の
消
防
団
が
団
員
確
保
か

ら
く
る
課
題
に
直
面
し
て
い
る
︒

団
員
の
声
を
受
け
止
め
よ
う

①

新
入
団
員
の
確
保
が
難
し
い
︒

②

町
や
地
域
全
体
で
団
員
確
保
に

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
︒

③

何
歳
ま
で
在
籍
す
る
の
か
不

安
︒

④

団
員
定
数
が
担
当
地
域
人
口
と

マ
ッ
チ
し
て
い
な
い
︒見
直
し
を
︒

基
山
町
議
会
も
消
防
組
織
法
に

﹁
消
防
の
責
任
は
町
に
あ
り
︑
町
長
が

管
理
し
︑
消
防
に
要
す
る
費
用
は
町

が
負
担
す
る
﹂
と
規
定
さ
れ
て
い
る

た
め
︑
最
優
先
事
項
と
捉
え
て
課
題

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
︒

ご意見伺いました

丸林の棚田

所
管
事
務
調
査

総
務
文
教
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

厚
生
産
業
常
任
委
員
会

特産品 ライチ

出初式の様子


